
日露戦争の前年、明治36年（1903年）よう
やく、実用に供する無線機が横須賀造船所
で完成します。
明治36年制式化されたことにより三六式と
名付けられました。

三六式無線機の開発

日本海海戦にギリギリ間に合い
「海戦の勝利」の影の立役者です。

三六式無線機

現在の携帯電話
のルーツでもあり
ます。

日本海海戦



「36式無線電信機」
開発の経過

長崎～上海間
日本初

海底ケーブル敷設
(M4年）

マルコ―ニ
無線通信発明

(M28)

34式（M34年）
約40哩通達

36式（M36年）
約80哩通達
信濃丸から

敵艦発見情報発信

●横須賀海軍工廠造兵部無線工場を
設置(M36年）

●田浦の水雷術練習所において第１
回無線電信術練習生60名採用

通達距離

80哩

40哩

本格的 装備化・運用
体制の整備開始

戦艦三笠の36式無線電信機



ペリーが初めて日本に電信機を持って
きました。当時まだ無線はありませんで

した、有線です。



ペリーが来航した頃、すでに
世界に有線の電信網は
拡大していました。



横須賀製鉄所内の電信局

明治11年には、当時最先端工業
都市であった横須賀に電信線が

引かれます。



無線機の誕生には帝政ロシアか
ら侵略の脅威がありました。



1895年（明治28年）英国で
マルコニーが世界で初めて

無線通信の実験に成功します。



世界をつないでいた電信も使えないのは
船舶でした。線を引っ張っていては船は動
けません。
まさに、固定通信から移動体通信のた
めの無線が必要だったわけです



無線機の重要性に気がつき。
1900年（明治33年）無線機の開発
が横須賀造船所で開始されます。



日露戦争の前年、明治36年（1903年）
ようやく、実用に供する無線機が横須賀造
船所で完成します。明治36年制式化された
ことにより36式と名付けられました。



完成した「36式無線機」を使いこなすための通
信要員への猛特訓がが横須賀で開始されます。



1904年の秋、バルチック艦隊は日本を打ち負かすため、
日本へと大遠征航海に乗り出します。



東郷艦隊は直ちに出撃。



1905年5月27日
対馬沖においてロシアバルチック

艦隊を打ち破ります。



華々しい艦隊決戦の勝利の影に36式無線機による「情
報戦」の勝利を忘れてはなりません。記念艦三笠には、
当時の36式無線機が展示されています。



36式無線機の作動原理、その後の技術等に

ついては

「⑨戦後の復興を支えた技術と人材」

でご覧頂けます。


